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　　　　大遊星の離心率について（予稿）一X一

（On　the　Eccentricity　of　Major　Planets．　（Posthumous　Work）oo

故竃輪一・郎Lαtθ∫癖oMinα．

　〔昭和7年頃，山口市に居られた三輪一郎氏は遊星の要素の相互關係につい

て研究された熱心なアマチュアであって，天界138號に其の一部を獲表されたこ

とがあった，其の後，ひき綾いて，離心率の研究文を本會編輯局に邊られたが，

更に，之に高く論文を書かれる筈であったため，編輯局では，暫く，氏の研究

の完結するまで，之を獲表するのを差しびかへてみた。ところが，其の後，氏

が逝くなられた由を聞いたので，上記の文は長い間編輯局の画の中に保存され

てみたのを，今回こSに印欄することにした．かうした研究は，敷理を好む人

々には，三二でも，屡々行はれるところであって，甚だ矛唆に富んだものとR

はれる．昔のケプラといふ學者も，つまり此うした種類の學者であって，途に，

かの有名な楕圓軌道の三法則を獲見したのである．太陽系の構造につV・ては，

今尚，多くの問題が残ってみるし，その申には，所謂“三門家”が忘れてみる

ものもある．從って，やはり藪にもアマチュアの進入する道があるのである．

三輪氏の此の文を忌む人は，是非，天界138號のものをも讃まれることを薦め

る．一編輯〕

山本一清先生

　舞啓：．抜刷をわざわざ御途り下さいまして有難う御座ゐました．御配慮の程，

厚く御山申し上げます．伺，拙稿に就きまして，御懇切なる御三制を賜りまし

た事を深く感i謝致します．

　前稿で不完全でありました離心率に關する計算式を御三り致します．

　“改造”に御執筆の“冥王星の二見”を興味深く拝讃仕りました．プトナム及

スライフ。爾氏の記事及ブラウン教授の研究に就きましては，前者は，サイエン

ティフィック・マンスリぐ‘改造”には；サイエンテ4フィツク・アメリカンとなっ

て居りまナが，誤植でせうか？）後者はサィエンテ、フ，ツク・アメリカンに，

H．N．ラッセル博士が紹介して居られるものを，圖書館で讃みました．特に，

ブラウン教授の研究は，未知遊星の研究に非常によい参考になります．未知遊

星の研究は，唯今，績行中でありまして，困難と思はれました維度に關する法

則性を見出しました．歎式を與へる事は困難であります．從って，グラフで求

める事になるだらうと思ぴます．然し，，その精度が低く，嚴密に云ぴますと，
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僅かにその象限を決定し得る位で，豫想は，誤差の範圏が100以下になる積り

であります．この解は同じものを歎個一丁つた材料を用ひて一得る事が出

來ますが，その中，一個のみが採用し得る程度です．然し，他の軌道要素の解

が多いために，位置も多く出て來ます．この“超冥王星の研究”の大燈の内容

は，下の様になる積りであります．

　　1．緒　　　　論

　　II．超冥王星は存在するかア

　　　1．太陽系の限界に就いて

　　　2．ブラウン教授の研究その他

　　III，超冥王星の軌道要素及質量

　　　1．遊星軌道要素叉質量間の關係式一括

　　　2．n＝15までめ軌道要素及質量の総表

　　　（3．超冥王星の軌道要素の決定）

　　IV．超冥王星の経度の研究

　　　1。遊星の経度の研究

　　　2。超冥王星の軌道上の纏度

　　　3．地球から見た位置

　　V．質量，光度等

　　VI。結論

詳細は，近いうちに御障りする事が出來ると存じます．　敬具

　　　　昭和7年十月8日　　　　　　　　　　　　　三　輪　一　郎

　前稿に於きましては，離心率の計算式が見出せませんでした爲に，近日職の

分布から，聞接に求める方法を採りました。而も，近日鷲巨離は，略，計算し

得ると見徹しましても，小さい離心峯を表示するためには，殆ど役に立って居
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ませんでした．然し，離心率も傾斜と同様に，iog　e＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と，遊星番號n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　log　e
（遊星の距離でも同様ですが，nの方が良好の様です）とを，　x・y座凛に探っ

て，グラフを書きますと，圖の様に，二つの双曲線を作ります．これは，初め，

計算の間違ひがあった爲と，グラフの書き方の具合ぴ等で，迂潤にも逸して居

たものです．これから計算式を誘導致しますと，次の様になります．

　　　　　　　　　1　　　E＝log　e＋15琶τとしますと，　n　・＝Numerical　order　of　Planet，

　　（1）　El＝一（1、2284＋0．0744n）一／0．0253n2－0．2848n＋0．9642…；・・………　（1）

　　（II）E、一一（1．7G93卜0．0168n）一／Olσiδf欝二61自i翻5nTで齎τ…一一・（2）

　　　log　e＝ptE±V2iE’2－4　H”・……一一一…一・・一一・一・t・一d…・一一一一一一…”’”’””（3）
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　この場合，離心率は次（前頁中央）の檬に，（1）（II）の何れかに依って計算さ

れます．但しn＝6周目木星は爾式の何ちらに依っても，同様であります．

　叉，（3）式の根號の前の符號は，傾斜の場合と同じく，不規則で，正負何れ

かを採ります．n＝11以上の部分に就いては，解が，四個になる課であります

が，その何れであるかを判定する手段がありません．攻に，n＝15までの総て

の値を示しませう．（）の中の値は實際の値であります．（前堂の表）

　dの表で解ります様に，n＝11以上の部分は，近日黒占分布から，1計算したも

のより遙かに小さV・値を探ります．叉，その堰加奉も小であります．既知の値

を非常によく表はして居ますので，未知の部分に就いても，可威り正確だと老

へても宜しからうと思ぴます．この！直に依って，近日黒具経及質量を計算しま

すと，何れも，計16個の多数の解を得ます．それ等に就いては，何れ稿を凹め

て取扱ふ積りであります．（終）

研究文に灘へて
　舞啓．御門りしました小論をお警みになったかと存じます．二三の書き違ぴが

ありましたので早速訂正申上げて置きましたけれども，或はそれ以外に小さい

ミスがあるかも知れません．何分，この種の研究に就いて詳細に文献を漁るこ

とも出來ませんし，叉；そんな研究が今までにあったものかどうか，それも存

じません上に，’ ﾈ潔に書き上げやうとしましたために大門粗雑で，不充分なも

のとなりました。研究は要素の全般に及ぼすことが出來ましたけれど，離心率

丈は間接の方法を採りました。然し，・その後引績いて調べました所が，矢張り

1・9・＋1毒の珈二つの二抽線で囎・講出來・・と・鞠まし

た．これは初め計算して居たものですけれど，計算の間違ひとグラフの悪かっ

たために，その儘見逃して居ったものです．何れ全般に亘って計算し直さうか

とも思って居りますが，離心率の値は，未知の部分は大して早撃はない様に見

えます．矢張り彗星同様大きい率を持ちます．

　省，諸遊星の平均黄経に就きましては，少しも零れては居りませんでした．

これに噛しまして何等かの關係が獲見出來ますと，捜索の可能性も出て滲りま

すので，どうかしてその研究をやって見たいと存じて居ります．兎に角，離心

率の計算も正確に出域ることが解りましたので、取急ぎ御知らせ申上げます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予々

　　　　　　昭和七「八月31日　　　　　　　　　　　　三　輪　一　郎

　　　　山本一清様


